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濃尾平野 に おける弥生後期 〜 古墳前期の

炭素 14年代測定 と炭素安定同位体比

山本直人 （名古屋 大学大学院文学研究科）

赤塚 次郎 （愛知県埋蔵文化財セ ンタ ー）

　 は じめ に

　2002 （平成 14）年度 と 2003 （平成 15）年度の 2 力年間にわた っ て 、濃尾平野の 弥生時代後期

〜古墳時代前期の 遺跡か ら出土 した土器 に付着 した炭化物 を試料 に、AMS14C年代測定を実施 し

て きて い る。本稿で は、測定 に いた る まで の 経緯 と結果 を報告す る もの で ある。

1 ，2002 （平成 14）年度の 炭素 14年代測定

　名古屋大学 には赤暗記念研究奨励事業 とい う研究助成があり、平成 14年度 に山本が代表者と

な っ て 「加速器炭素 14年代測 定法 による東海地方 の 弥生 ・古墳時代 の 年代 に関す る研究」

とい う課題 で 申請 した と ころ採択され 、交付をうけて 測定 を実施 した もの で あ る 。

　土器付着炭化物の採取 に あた っ て は、愛 知県埋 蔵文化財セ ンター協力をえて 、赤塚 が 7 遺

跡か ら 27 点の 試料 を採取 した （表 1）。そ の うち の 朝日 ・八 王子 ・廻間 ・月縄手の 4 遺 23点 に

つ いて 、岐阜県 羽島市の （株）パ レオ ・ラボに AMsi4C年代測定を依頼 した 。

　測定 した結 果につ い て は、研究奨励事業 の 成果報告書 とい う形 で すで に報告し て い る （山本

2003） 。 しか しなが ら、 成果報告書 とい う性格か ら 20 部 しか印刷 して お らず、一般に はまっ た

く配布 されて い ない 。 また 、 2003 （平成 15）年 6 月 8 日 （日） に第 44 回名大祭考古学研 究集会

「AMsi4C年代 測定法に よる 尾張 ・三 河 の古墳出現期 の年代
一
現状 と課題を中心 に

一
」 を 開催

し、資料集にお い て 測定結果を公表し て い る （山本 ・赤塚 ・小 田
・加納 2003）。こ の 資料集

も 200 部 しか発行 して い な い 。 その た め、再度、測定 結果 を報告 し、一般 に周知す る こ と

を 目的 とした。

　測定の 結果 は、表 2〜 5 ・8 の と お りで ある 。表 2〜 5 は （株）パ レオ ・
ラボか ら送付されて き

た測定結果で 、そ の うちの 表 2〜 4は表 の タイ トル はかえて い るが、表そ の もの は赤嫡記念研究

奨励事業の成果報告書と同 じで あ る （山本 2003）。また、表 8 は名古屋 大学年代測定総合研究

セ ン ター助手の 小 田寛貴氏 に暦年代較正 の み を依頼 したもの で 、表の タイ トル を の ぞい て は 、

第 44 回名大祭考古学研究集会 の 資料集 （山本 ・赤塚 ・小 田 ・加納 2003） と同 じで あ る。

2 ．2003 （平成 15）年度の 炭素 14年代測定

　昨年度 に 実施で きなか っ た西 上免 ・岩倉城下層 ・北道手の 3 遺跡 4 点 に つ い て 、名古屋大学

年代総合研究セ ン タ
ー

に依頼 して測定を お こな っ た 。また 、昨年度、　 （株）パ レオ ・ラボに測
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定を依頼した 23点の うち 19点は、前処理 におい て アルカリ処理が ほ ど こ され て いな か っ たた

め、アルカ リ処理 を実施 したうえで の 再測定を依頼した。これは、　 （株）パ レオ ・ラボが うけ

と っ た土 器付着炭化物の 半分を前処理 に使用 し、の こ り半分を保存 して あ っ たため に再測定が

可能 とな っ たもの であ る。しか しなが ら、19点 中 15点はアル カ リに溶解して しまい、実際に再

測定が お こ な え た の は 4点の みで あ っ た 。

　測定の 結果は、表 6 ・7 ・9 ・10 の とお りで ある。表 6 ・7は （株）パ レオ ・ラボか ら送付され

て き た測定結果 で あ り、アル カ リ未処理 の前年の測 定値 をくらべ る と、大幅にずれて お り、か

な りあた らしい測定値が提示 されて い る 。 表 9 ・10 は、名古屋 大学年代測定総合研究セ ンター

か ら送付されて きた測定結果 を清書した もので あ る。

3 ．炭素 14 年代 につ い て

　土器付着炭化物がア ル カ リに溶解しない で AMS且4C
年代測定が実施で き た の は 、27点の うちわ

ずか 12点 に しかすぎな い 。 また 、測定値のば らつ きも大きく、以 前か らの べ て い るように、こ

の よ うな状況の もとで は較正 年代につ い て 議論する こ とは で き な い 。測定数を増加 させ る こ と

と日本列島産の 樹木で の 較正曲線の 作製が 、 今後の 課題で ある。

4 ．炭素安定同位体比 につ い て

　同位体分別補正 のために測定 された もの で ある 。 2003年度 に （株）パ レオ ・ラボに よ っ て再

測定され た 4点 は、試料番 号 4 ・5 ・12・21 で ある。そ れ らの δ 13C と前年の ア ル カ リ処理 が実

施 されなか っ た 状況で の δ
13C

を くら べ て みる と、ほ とんどかわ りがない こ とがわかる 。こ の こ

とに よ っ て 、対象とした資料に つ い て は、アルカ リ処理の 有無に よる δ
13C

へ の 影響は あま りな

い と判断され る。こ の よ うな 条件の も とで 27点の δ
13C をみ てみ る と、− 10．1踰 〜− 15．0％ は

6点、− 15．1％ 〜− 20．0％ は 7 点、− 20．1％ 〜
− 25．0％』は 14点で あ り、半数が 一20M 以 下で あ

る 。 縄文土器 に付着 した 炭化物で は数百点に もお よぶ炭素 14年代測定が されて お り、 例外 的な

もの を除外す る と、それ らの δ
i3
　C は ほ とん ど一25％ 前後の 値とな っ て い る 。 全国の 縄文土器の

δ 13C と濃尾平野 の 弥生土器 ・土師器 の それ とを比較す る と、差は歴然 と して い る。

　今回の 付着炭化物は 体部外面か ら採取 した も の で 、薪などの 燃料 の ス ス や煮 こ ぼれ た食物が

付着 したもの で ある と考え られ る 。 当初 、 弥生後期か ら古墳前期に か けて の濃尾平野 におい て

は、C3 植物で ある コ メ の 生産 力が向上 し、コ メ を主食 と して い た た め 、δ
13
　C は

一25臨前後に

なる もの と推測 された 。 しか しなが ら、結果 は予想 と大きく くい ちが うも の とな っ た 。炭素 14

年代 をみ るかぎ り に お い て は 、 特段に古 い 測定値が で て い る もの は な く、海産や淡水産の 魚貝

類の オ コ ゲが付着 した こ とに よ っ て 起 こ る と い う海洋 リザー
バ

ー
効果の影響は考 えに くい 。 炭

化物で は δ
15N

を測定す る こ とができない の で食物を明確 に特定す る こ とは で きないが、当該期

の 濃尾平野で は δ
13C

が一10臨 前後 となる ヒ エ ・アワな どの C4 植物もか な り生 産され 、食用化

されて い た こ とが推察 され て くる 。 こ の 点 も今後にの こ され た 検討課題で あ り、留意 して測定

をすすめ て い きたい と考えて い る 。
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表 1　 採取試料一
覧表

番号 遣跡 登録番号他 器種 付着部位 時期 備考

1 西上免遺跡 E−159S 字甕 B 体部外面 廻間 ll−1 SZO1 −C

2 朝日遺跡 130 −1730 く字甕 体部外面 廻間 1式前半

3 朝日遺跡 130 −1738 く字甕 体部外面 廻間 1式前半

4 朝日遺跡 110 −1435 く字甕 体部外面 廻 間 1式前半

5 朝日遺跡 1罰 一1450 有段ロ縁台付甕 体部外面 廻間 1式前半

6 朝日遺跡 89 −1138 く字甕 （古富） 体部外面 山中 1式

7 朝日遺跡 η 9−1547 く字甕 体部外面 廻悶 1式前半

8 朝日遘跡 141 −1886 く字甕 体部外面 廻間 1式後半

9 朝日這跡 61J−194S 字甕 A 新 体部外面 廻間 1−4〜 ll−1

10 八王子遺跡 2080 く字甕 （古筥） 体部外面 古宮 ll式 SX　101

11 八王子遺跡 2261 有段甕 体部外面 廻間 1−0 SK73

12 八王子遺跡 2176 く字甕 （古宮） 体部外面 古宮 II式 SB22

13 八王 子遷跡 2361 有段甕 体部外面 廻間 1心 SKO1

14 八王子遺跡 2413 有段甕 体部外面 廻間 1式前半 SKO1 上

15 八王子遺跡 2414S 字甕 A 体部外面 廻 間 1式前半 SKO1 上

16 八王子遺跡 2487S 字甕 A 体部外面 廻間 i−4 SDO7

17 八王子遺跡 SK93S 字甕 A 体部外面 廻 間 1ト 1 SK93

18 廻間遷跡 1195S 字甕 C 体部外面 廻間 川式後半 SK20

19 廻 間遺跡 664 S字甕 B 体部外面 廻間 ll式後半 SK50

20 八王 子遺跡 NRO1 −2 く字甕 体部外面 宇田 1式 no ．20

21 八 王 子遺跡 NRO1 −3 山陰系口縁 S字 体部外面 松 河戸 1前帯 no ．55

22 八王子遺跡 NRO1 −3S 字甕 D古 体部外面 松河戸 1前半 no．224

23 月縄手遺跡 331 S 字甕 D 古 体部外面 松河戸 1前半 SXO2

24 月縄手遺跡 340 S字甕 D 古 体部外面 松河戸 i前半 SXO2

25 岩倉城下層 1003S 字甕 C新 体部外面 廻間 ll【式後半

26 北道手遺跡 304 有段口縁甕 体部外面 廻間 1式中頃 SD87

27 北道手遺跡 193 く字璽 体部外面 廻間 1式後半 SK59
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表 2 　測定結果
一

覧表 1 （2GO2年度 パ レオ ・
ラボ）

亅
℃ 年 代を暦年代 に 較正 した 年代測定番号

（測定法）
試料データ

δ
1
℃ 、
．E、8

（臨〉

　
1
℃ 年代

（yrBP ±1σ） 暦年代較正 値　　　　　　 1 σ 暦年代範囲

PLD −1994
　（AMS ）

土器 付着 物 No，2
　 130−1730
　　 く字喪

弓 4．4 亅．905±40ca

［AD 　85

cai 　AD 　105

ca［AD 　l20

cal　AD 　55 −・135 （94．4％）　　　　」

cal 　AD 　135 −200 （60．9％）PLD −1995
　（AMS ）

土 器 付着物 No，3
　 130 −1738
　　 く字 甕

一14，4 1810± 35ca ［AD 　235
ca ［AD 　205 −245 （39 ．1％）

PLD −1996
　（AMS ＞

土器付着物 No ．4
　 110−1435
　　 く字 甕

一23．8 工915±40ca ［AD 　80 cal 　AD 　50 − 130 （92，3％）

PしD −1997

　（AMS ）

土器 付着物 No ．5
　 111 −1450
有 段口 縁 台付喪

一25．5 1875±40cal 　AD 　130

cal　AD 鉦L卦 9薫鼠 鬘鐙
ca ［AI）150 − 175 （23 ，4％）

cal 　AD 　l90 − 210 （18，1％）

PしD−1998
　（AMS ）

土器付着物 No ．6
　 　89 −1］．38
く宇 餐 （古宮）

一17．1 2035±40cal
　AD 　40

cal　AD 　5
cal 　BC 　90 − 70（15，5％）

cal 　BC 　60 − cal 　AD 　20 （84，5％）

PLD −1999
　（AMS ）

土 器 付着物 No ．7
　 119−1547
　　 く字 甕

一2L4 1935 ±40cal 　AD 　75
cal　AD 　25 − 40 （16．7％）

cal　ALD　50 − 90（52．7％）．
calAD 　IOO− 125（30．6％）

PLD −2000
　（AMS ）

土 器 付着 物 No ，8
　 141−1886
　　 く字甕

一24 ．9 L915 ±40cal 　AD 　80 cal 　AD 　55 − 130 （94，896）

PLD −2001
　 （AMS ）

土 器付着物 NO ．9
　 　61J−194
　 S字甕A 新

一25 ．3 1850 ±35cal 　AD 　130 ⊆奠嶼 ⊇L⊥2旦一220＿（≦皿 洫

表 3　測定結果一覧表 2 （2002年度 パ レオ
・
ラボ）

試料データ

レ1C
年 代を暦年代 に較正 した 年代測定番 号

〔測定法）

δ
1
℃ 酌 1，

（臨）

　
1「1C

年代
（yrBP ± 王σ ） 暦年代較正 値 　　　　　　　1 σ 暦 年代 範囲

PLD −2002
　 （AMS ）

土器付着物 No ．10
SXlOL く字甕（古宮）

　　 　£ −2080
一24，7 2020±40cal

　BC 　40
cal 　BC 　30
cal 　BC 　20

cal 　BC 　10
cal 　BCO

⊆al　BC 　50 −
cal　AD 　25 （92．8％）

PLD −2003
　（AMS ）

土 器付着物 No ．U
　 SK73 有段甕

　 　 E−2216
一20．9 2050 ± 40cal 　BC 　45 cal　BC 王正0 − cal 　AD 　O （10匪魏

PLD −2004
　（AMS ）

土器付着物 No ．12
SB22 く竿聾（古宮）

　 　 E −2176
一22，6 2075±40cal

　BC 　90
cal 　BC 　75
cal 　BC　60

caE 　BC 　160 − 1．30 （25 ，0％）

ca ［AD 　120 −45 （74．3％）．

pLD −2005
　（AMS ）

土 器付着物 No．13
　SKO1 有段甕
　 　 E −2361

一23 ．1 王915±40cal 　AD 　80 cal 　AD 　55 − 130 （92，4％）

PLD −2006
　（AMS ）

土器付着物 No，14
SKOI 上 有 段襲

　 　 E −24L3
一19．6 2000± 70cat

　BC 　15

cal 　AD 　O
cal 　BC 　65 − cal　AD 　80 （90．4％）

PLD −2007
　〈AMS ）

土 器 付着物 No．15
SKOI 上 S字甕A

　　 E−2414

一25，4 1945±40calAD 　65 ⊆鯉 ⊇20　−85L（ヱξ茎二塑
cal 　AD 　105 − 120 （16．0％）

PLD −2008
　（AMS ）

土 器 付 着 物 No ．　L6
　SDO7 　S字甕A

　 　 E−2487
一10．9 2025 ± 40cal

　BC 　40

cal 　BC 　30

cal 　BC 　25
calBC 　 LO
cal 　BC 　O

cal　BC 　55 − ca［AD 　25遥 8．5％）

PLD −2009
　（AMS ）

土器付着物 No ．17
　SK93 　S字 甕A

　 　 E−2631
一10．6 1980 ± 40c

記 AD 　25
cal 　AD 　45

cal 　BC 　20 − 10（10，6％）

cal　BC　O − ca！AD 　65 （82．3％）
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表 4　 測定結果一覧表 3 （2002年度　パ レオ ・
ラボ）

試料データ

1
℃ 年代 を暦 年代に 較正 した 年 代測定 番号

（測定 法）

δ
1：

℃1・「、［、
儡 ）

　
［
℃ 年代

（yrBP ± 1 σ ） 暦年代較正 値　　　　　　 1 σ 暦年代範囲

土器付着物 No．18
　 （廻 間遺跡）

　SK20 　S字甕C

　 　 　 1］．95

cal　BC 　45 − cal　AD 　30（860 ％λPLD −2052
　（AMS ）

一25．6 2005±40cal
　BC 王5

cal　AD 　O cal 　AD 　40 − 55 （14．0％）

PLD −2053
　 （AMS ）

土器 付着物 No ．19
　 （廻 間遺跡）

　SB50　S字甕B
　 　 　 664

一11．2 1920 ± 40ca1 　AD 　80 ⊆坐 」⊇50Lニー延 90甲9％）

PLD −2054
　（AMS ）

土 器 付着物 No ．20
　 （八 王 子遺跡）

　 NRO1 −2層
　 く字甕 No．20

一15．8 1680 ± 40calAD 　385
cal　AD 　265 −275 （12．1％）

cal　AD 　34Ω二＝ 塹 ．飢 ．鐘 ）、

calAD 　65 − 135 （77．1％）PLD −2055
　 （AMS ）

　 土器 付 着物 No．21
　　 （八 王子遺跡）

　　　NRO1 −3層
山陰系 口縁S字甕 No．55

一23，4 1890 ± 40cal
　AD 　90

cal 　AD 　100
cal 　AD 　125

cal　AD 　155− 175 （12，0％）

ca1　A工）195− 210 （1LO ％）

PLD −2056
　（AMS ）

土器付着物 No．22
　 （八 王子 遺 跡 ）

　 NRO1 −3層上

S字 甕 D古 No ．224

一19．4 1970 ±45cal
　AD 　30

calAD 　40

cal 　AD 　50

cal　AD 　O −80 （88．1％）

PLD −2057
　（紬 ｛S）

：ヒ器付着物 No．23
　 （月縄手遺 跡）

SXO2 　S字甕D 古

　 　 ε一331

一2L2 1900±40ca1

　AD 　85
calAD 　100
ca1 　AD 　125

cal 　AD 　55 − 135 （85．9％）

PLD −2058
　（AMS ）

土 器 付着物 No．24
　 （月縄手遺跡）

SXO2 　S字甕D 古

　 　 E−340

一12．3 1805 ±40cal 　AD 　235
calA 工） 135− 160 （22．7％）

ca1 ハ」） 170 −200 （25 ．7％）

cal 　AD 　210
こ2壑疂＿（≦13．1％）

表 6 　測定結果一覧表 4 （2003年度 パ レ オ ・ラ ボ 再測定分）

試料データ

1
℃ 年代 を暦年代に較正 した年代測定番 号

（測定法）

δ
‘3C

［
、
［、B

（臨）

　 団C年 代

（yrBP ±1 σ ） 暦年 代較正 値　　　　　　　1 σ 暦 年代範 囲

PLD ヨ 996

　 （AMS ＞

土器付着物 NQ ．4
　 （朝 日遺跡）

　 110−1435
　　 く字 甕

一25 ．2 1．820 ± 25cal 　AD 　220
cal 　AD 　135 −．160 （30．4％＞

calAD 　170− 195 （30．8％）

⊆量聖理 ⊇210 −235 （38．8％）

cal　AD 　220 −26G 鯉 ．1堕PLD −1997
　（AMS ）

土器付着物 No．5
　 （朝 日遺跡）

　 111一ユ450

有段 口 縁台付甕

一26．2 L780 ± 25cal 　AD 　240 calAD 　280 −290 （10，8％ ＞

ca まAD 　300 −320 （35 ，1％ ）

PLD −2004
　（AMS ）

土器付着物 No．12
　 （八 王子 遺跡）

SB22 く字甕 （古宮）

　 　 E−2176

一23，8 1．945± 25cal 　AD 　65
cal　AD 　25 − 45 （29、4％）

cal 　AD 　50 − 8066 ．4％

PLD −2055
　（AMS ）

　 土 器 付着物 No ．21
　　 （八 王子遺跡）

　　　NRO1 −3層
山 陰 系 口縁S字甕 No．55

一25．0 1，670± 25ca ［AD 　395
cal 　AD 　345 −370 （35．4％）

魍 ⊇ 380 −415 」鍵 Σ2≦）
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表 5 処理 結果 覧表 1 （2002年度 パ レオ ・ラボ）

測定番 号 試料デ
ー

タ アル カリ処 理濃度

処理前 重廬（mgl

精製前 重邑（mg ）

　　処 理後重量 〔mg ）

精 製径の炭 素重量〔mg ）

処理収聿（％）

炭素含有率〔％ ）

1
℃隼代〔BP）

　　　　　　　　　　〔1σ）
較 正暦年 代
　　　　　　　　　　（2の

PLD−1994 朝日遺跡 130・1730 一 7．85
．6

5．63
．6

71，863
、9 1，905 土 40

calAD55 ・13S
calAD25 −220

PLD ．1995 朝 日 遣跡 130 ・1738 ． 12．86
、8

7，7
斗、0

60．258
、3

1181D 土 35
cδIAD135 −245
calAD 　125 ・335

PLD・1996 朝日邊跡 110．1435 ’ 48，z75 37．D4
．7

76、861
．9 11915土 40

calAD50 ．130
calAD 　15 −215

PしD．1997 朝日遣跡 111・1450 ． 52 ．07
．6

37．649 72，364
．4 1．875 坐 40

calAD80 ．210
calAD65 −240

PLD．1998 朝日遺跡 89・1138 ． 26．87
，4

17．45
．0

64．967
．6 2ρ35±40

ca 旧 C90 ・calAD2D
calBC120 ．cヨIAD55

PLD．1999 朝日遺跡 119−1547 齟 48．17
．5

11、34
、9

Z3、565
、5 1、935 ± 40

　 calAD25 ・125
⊂alBCD −calAD 　135

PLD ・2000 朝日遺跡 141 −1886 ． 28．07
．5

17，33
、9

61．852
、2

1，915 ± 40
calAD55 −13Q
ca トAD5 −180

PLD−2001 朝 日選跡 61丿
一194 ． 55．17

．9
33．34
．3

60．454
，1 1β50 ± 35

cヨIAD125 ・220
calAD75 −245

PLD−ZDOZ 八王子遺跡 E．2080 凵 40 ．017
、S

17．52
．O

17．511
．3 2，020 ± 40

calBCsO ・calAD25

GalBC 　115 −calAD70
PLD・ZOO3 八王子遺跡 E−2261 r 8a．08

、1
z6．44
．3

30，052
、5 2，Q50 ±40

ca1BC 　l10 −calADO
calBC 　170 −calAD25

PLD−2004 八 王 子遺跡 E−2176 r T70 ．07
、8

58．84
．1

40．552
．6 2，075 土40

　　ca1　BC　150 −45
ca1　BC　180 −calAD 　5

PLD −2005 八王子遺跡 ∈
−23 飢

一
　　　　　i B5，019

．7
19，74
．D

Z3．220
．4 1，915 士 40

ca1　AD 　55 ・130
calADO ・180

PLD・2006 八王子遺跡 E−2413 ． 205．08
．o

6T、04
．7

29．85B
，2 2，000 ±40

cal　8C　65 −ca1　AD　80
calBC200 ・ca｝AD 　135

PLD ．2DO7 八王子遺跡 E−2414 「 136 ρ

8、1
73．13
．9

39 ．347
．6 1，945 ± 4D

　　calAD20 ・120
caBC 　45 −caiAD 　135

PLD−2008 八王子遺跡 E−2487 ． 91．08
．4

22、τ
3．8

24．345
、6 Z，025 士 40

ca1　BC　55 −calAD 　25
c3旧 C　115 −calAD65

卩LD−2009 八 王 子遺跡 E・2631 ． 30、07
．5

1 ↑．84
．3

39．356
．7 1，980 土40

c∂IBG20 −ca1AD65
ca1　BC　55 −ca1AD 　gO

PLD−2052 廻間遺跡 1195 一 40、01D
、O

20、05
．2

50ρ
52、1 2，0D5 ± 4Q

calBC45 ・c31AD55
calBC110 −calAD85

PLD−2053 廻閻遺跡 664 − 48．010
．1

19．65
、7

40．856
．4 1β 20 土 40

calAD50 −130
CヨIADO −180

PしD・2054 八王子遺跡 No、20 1、ON 90 ．Oa
．9

53 、95
、4

59．960
．4 1168D 士 40

calAD265 −415
ca1　AD　245 ・435

PLD ・2055 八王子遺跡 No．55 ． 47，08
、6

29．05
．3

61．761
．9 1、89Q ± 40

ca1　AD　65−210
ca1　AD　50・230

PLD−2056 八王子遺跡 No．Z24 1、ON 290．08
．9

132 ．95
．7

45．864
．3 1，9 ア0 ± 45

　　　oalADO −80
calBC50 −calAD130

PLD−2057 月縄手遺跡 E−331 1，0N 117 ，08
．8

67．05
．5

57．362
，4

1．900 士 40
ca トAD　55 −T35
c∂IAD25 ．23Q

PLD・2058 月縄手遺跡 ∈−340 1．ON 96，08
，4

40 ．15
．1

41．861
、2 11805± 40

calAD 毛35 −255
calAD125 ・340

表 7 処理結果 覧表 2 （2003年 度 パ レ オ ・ラボ 再測定分）

測定番号 賦料 デ
ー

タ
　　　　　　　　　 処理前重量（mg ）　　　 処理後重量（mg ）
アルカ リ処理濃 度

　　　　　　　　　 精 製前重璽 ｛mg ）　　精 製後の炭鑑 羣量〔mg ）

処理収率〔％〕

炭 素含有睾（％）

14c
年代 （BP）

　　　　　　　〔1σ｝
較 正 暦年代

　　　　　　　（2の

PLD−1996 朝 日遺 跡 110．1435 　　 　 　 　　 　 　 　 29．5　　 　　　　　　　 9．7
0．1N
　　 　 　 　　 　 　 　　 6、6　　　　　　　　　 4．1

32．962
，1 1．820 ± 25

calAD135 ・Z35
calAD 】30・245

PLD−1997 朝 日適跡 1M ・1450 　　　　　　　　　 30．0　　　　　　　　 8、Z
O．1N
　　 　 　 　　 　 　 　　 6．7　　　　　　　　　 4．2

27．362
、7 1，7ao ± 25

calAD220 −320
calAD21D −340

PLD・2004 八王 子遺跡 E−2176 　　　　　　　　　 51．0　　　　　　　　 1D．3
0．1N
　　 　 　 　　 　 　 　 10 ．3　　 　　　　　　　 3．2

16、931
、2 1、945 土 Z5

calAD25 ・80
calAD 　15 −125

PLD−ZO55 八 王 子遺跡 No 、55 　　　　　　　　　 1 巳．D　　　　　　　　　 5、0
1．ON
　　　　　　　　　　5．0　　　　　　　　　 2．6

27．852
ρ

1，670 士 25
calAD 　345 −415
calAD335 −425
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表 9 　測定結果
一
覧表 6 （2003年度 名大年測セ ン タ

ー
〉

番号 遺跡名
MC

年

［BP］

δ
i3

　C
［％。］

δ
13C

［％。］タ ンデ

較正 年代

［cal　 BC，AD］
上 段 ： 1σ

下段 ：2σ

測定 code

1 西上 免 1859± 27 一16．4± 0．1 一19± 1 AD　 90〜AD220
AD　 80〜AD240NUTA

−2−6207

25 岩倉城 1730± 28 未測定 一24± 1 AD250〜AD390
AD240〜AD400NUTA

−2−6210

26 北道手 1969± 28 未測定
一20± 1 AD　　〜AD　 75

BC　 50〜ADI20NUTA

−2−6209

27 北道手 1862± 27 一18．4± 0．1 一18± 1 AD　 80〜AD220

AD　 80〜 AD240NUTA

−2−6208

表 10 処理結果一覧表 3 （2003年 度 名大年測 セ ンタ
ー）

番号 遺跡名 処理 前重量

［mg ］ （Wl）

処理後重量

［mg］ （W2）

精製前重量

［mg］ （W3）

精製後重量

［mg］ （W4）
資料 中炭素含有

率 （W4／W1＊100）
1 西上免 22．1 一 一 1．85 8．39

25 岩倉城 6．5 一 ｝ 1．30 20．00
26 北道手 37，5 冖 一 1．04 2，77

27 北道手 76．0 一 一 19．06 25，08
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